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https://www.daiwa-am.co.jp/
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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 約10年間（2011年６月13日～2021年６月11
日）

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
当 フ ァ ン ド

イ．アムンディ・アグリ・アッ
プストリーム株ファンド（適
格機関投資家専用）の受益証
券
ロ．ダイワ・マネー・マザー
ファンドの受益証券

ダイワ・マネー・
マザーファンド 本邦通貨表示の公社債

組 入 制 限

当ファンドの投資信託
証 券 組 入 上 限 比 率 無制限

マザーファンドの株式
組 入 上 限 比 率

純資産総額の30％以
下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、基
準価額の水準等を勘案して分配金額を決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配
を行なわないことがあります。

ダイワ／アムンディ
食糧増産関連ファンド

運用報告書（全体版）
第９期

（決算日　2020年６月12日）
（作成対象期間　2019年６月13日～2020年６月12日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　当ファンドは、海外の株式に投資し、信託
財産の成長をめざしております。当作成期に
つきましてもそれに沿った運用を行ないまし
た。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算)

公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総 額（分配落） 税込み

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

５期末(2016年６月13日) 10,466 0 △20.1 17,256 △19.1 0.1 98.7 1,908
６期末(2017年６月12日) 11,134 700 13.1 20,647 19.6 0.0 98.7 1,659
７期末(2018年６月12日) 11,833 100 7.2 23,035 11.6 － 99.5 1,394
８期末(2019年６月12日) 11,396 0 △ 3.7 22,836 △ 0.9 － 99.1 1,100
９期末(2020年６月12日) 9,805 0 △14.0 22,517 △ 1.4 － 98.7 835
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ＭＳＣＩコクサイ指数（円換算）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．の承諾を得て、ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファン

ド設定日を10,000として大和アセットマネジメントが計算したものです。ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．が
開発した株価指数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．に帰属します。またＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．は、
同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注４）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注５）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注６）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

運用経過

基準価額等の推移について

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものです。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドもあり
ます）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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■基準価額の主な変動要因
　当作成期の基準価額は、保有銘柄の株価が下落したことや米ドルおよびユーロに対して円高が進行し
たことなどがマイナス要因となり、下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

■基準価額・騰落率
期　首：11,396円
期　末： 9,805円（分配金0円）
騰落率：△14.0％（分配金込み）
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

年 月 日
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算) 公 社 債

組 入 比 率
投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2019年６月12日 11,396 － 22,836 － － 99.1

６月末 11,592 1.7 22,965 0.6 － 98.7
７月末 11,754 3.1 23,563 3.2 － 99.1
８月末 10,998 △ 3.5 22,353 △ 2.1 － 98.7
９月末 11,312 △ 0.7 23,034 0.9 － 98.7
10月末 11,550 1.4 23,896 4.6 － 98.8
11月末 11,885 4.3 24,759 8.4 － 97.9
12月末 12,330 8.2 25,472 11.5 － 96.9

2020年１月末 11,600 1.8 25,484 11.6 － 98.7
２月末 10,762 △ 5.6 23,440 2.6 － 98.2
３月末 9,056 △20.5 19,897 △12.9 － 98.6
４月末 9,699 △14.9 21,784 △ 4.6 － 98.7
５月末 9,928 △12.9 22,663 △ 0.8 － 97.9

（期末）2020年６月12日 9,805 △14.0 22,517 △ 1.4 － 98.7
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

投資環境について (2019.６.13～2020.６.12)

■株式市況
グローバル株式市況は上昇しました。
　グローバル株式市場は、当作成期首から2020年２月半ばにかけて、米中通商交渉の進展期待や一部
セクターの好業績などを受け、堅調に推移しました。しかし、新型コロナウイルスの感染拡大による経
済活動への影響が懸念されると、２月下旬から３月中旬にかけて急落しました。その後は、各国の政府
や中央銀行による経済支援策などにより上昇に転じ、当作成期末にかけて上昇基調で推移しました。
　米中通商交渉の進展は農業関連株式にも追い風となりましたが、穀物価格の低迷が足かせとなり、業
界再編で競争環境が改善した農業化学を除けば、株価上昇局面でも市場全体の動きに追随しにくい状況
が続きました。穀物市場では、2019年春先の米国穀倉地帯での洪水の影響が懸念されましたが、その
後の天候回復で在庫に大きな打撃がみられなかったこと、また年明け後の原油価格やブラジル・レアル
などの生産国通貨の下落が、大豆、コーン、砂糖などの価格に逆風となりました。畜産においては、ア
フリカ豚熱の中国での流行が続いているものの、米国での供給増などが価格抑制要因となりました。
もっとも、小売店の店頭では新型コロナウイルスの影響による一時的な品不足の影響を受ける場面もあ
りました。肥料は、大手需要国の買い付けの遅れなどから価格下落圧力が強い環境が続き、セクターと
しても株価下落が特に大きくなりました。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
　「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の組入比率を、通常
の状態で高位に維持することを基本とします。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　世界景気および農業関連株式の不透明感が強まっています。当ファンドは、米中通商協議の最終結果
を見届けるまでは、農業機械などダウンサイドリスク（下振れリスク）の大きいセクターや個別銘柄へ
の大きな集中投資を避け、慎重な運用を継続する方針です。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

ポートフォリオについて (2019.６.13～2020.６.12)

■当ファンド
　当ファンドは、「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」と
「ダイワ・マネー・マザーファンド」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当作成期は、「アム
ンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の受益証券を高位に組み入れ
ました。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　当作成期は、旧ダウ・ケミカルと旧デュポンの農薬・種苗部門を統合して2019年に上場したコルテ
バを2020年12月に買い増し、ＦＭＣコープ（米国の農業・薬品・食品向け特殊化学企業）も買い増し
して農業化学の組入比率を引き上げました。農業サービスでは、ウィルマー・インターナショナル（シ
ンガポールのパーム油大手）を買い増しましたが、業績が期待を下回ったバンジ（米国の食品企業）や、
株価上昇で割高感の強まったケリー・グループ（アイルランドの食品添加物等の製造会社）の一部利益
確定などで組入比率を引き下げました。肥料でもモザイク（世界肥料売上シェアトップクラスの米国企
業）やニュートリエン（アグリウムとポタシュの合併で誕生した世界最大の肥料会社）などの一部売却
で比率を下げました。地域別では、欧州の比率が低下し、アジア地域が上昇しました。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、現先取引やコール・ローン等による運用を行いました。

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
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‒12.0
‒10.0
‒8.0
‒6.0
‒4.0
‒2.0
0.0

当期
（2019.６.12～2020.６.12）

ＭＳＣＩコクサイ指数（円換算）
基準価額
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

分配金について

　当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

今後の運用方針
■当ファンド
　「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の受益証券の組入比
率を、通常の状態で高位に維持することを基本とします。
■アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）
　穀物価格の低位推移を前提とした戦略を継続する方針です。マクロ経済環境にも不確定要因が残って
おり、当ファンドは、農業機械や肥料など景気感応度の高い事業を持つセクターや個別銘柄への大きな
集中を避ける方針です。飼料費用低下が恩恵となる畜産においても、鶏肉の供給過剰などで見通しはま
だら模様であり、個別の状況に十分配慮した慎重な運用を継続します。
■ダイワ・マネー・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2019年６月13日
～2020年６月12日

当期分配金（税込み） （円） ―

対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 2,354
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2019.６.13～2020.６.12） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 130円 1.187％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率

当作成期中の平均基準価額は10,966円です。

（投 信 会 社） （42） （0.383）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （84） （0.766）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （4） （0.038） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0.008 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （1） （0.008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0.000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 計 131 1.195
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗
じた数で除した総経費率（年率）は2.12％です。

総経費率（①＋②＋③） 2.12％
①このファンドの費用の比率 1.20％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.81％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.11％

（注１）①の費用は、１万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）投資先ファンドとは、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注５）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注６）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注７）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

総経費率
2.12％ このファンド

1.20％

投資先ファンド
0.92％

運用管理費用
（投信会社）
0.38％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％運用管理費用

（受託会社）
0.04％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.81％

運用管理費用以外
0.11％

参考情報
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

■売買および取引の状況
　投資信託受益証券

（2019年６月13日から2020年６月12日まで）
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

国

内

千口 千円 千口 千円
アムンディ・
アグリ・アップ
ストリーム株
ファンド
(適格機関
投資家専用)

44,175.38 75,000 126,063.54 223,000

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

(2) 親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・マネー・マザーファンド 164 164 167
（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファン
ドの明細

フ ァ ン ド 名
当 期 末

口 数 評 価 額 比 率
国内投資信託受益証券 千口 千円 ％
アムンディ・アグリ・アップストリー
ム株ファンド（適格機関投資家専用） 550,170.222 824,815 98.7

（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2020年６月12日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

投資信託受益証券 824,815 98.0
ダイワ・マネー・マザーファンド 167 0.0
コール・ローン等、その他 16,242 2.0
投資信託財産総額 841,225 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2020年６月12日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 841,225,071円

コール・ローン等 16,242,307
投資信託受益証券(評価額) 824,815,196
ダイワ・マネー・マザーファンド(評価額) 167,568

(Ｂ) 負債 5,387,792
未払解約金 1,015
未払信託報酬 5,349,822
その他未払費用 36,955

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 835,837,279
元本 852,487,999
次期繰越損益金 △ 16,650,720

(Ｄ) 受益権総口数 852,487,999口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,805円

＊期首における元本額は965,311,488円、当作成期間中における追加設定元本額
は48,021,154円、同解約元本額は160,844,643円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9,805円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は16,650,720円です。
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ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド

■損益の状況
当期　自2019年６月13日　至2020年６月12日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △      7,932円

受取利息 844
支払利息 △      8,776

(Ｂ) 有価証券売買損益 △119,546,730
売買益 11,390,948
売買損 △130,937,678

(Ｃ) 信託報酬等 △ 11,827,782
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △131,382,444
(Ｅ) 前期繰越損益金 72,733,871
(Ｆ) 追加信託差損益金 41,997,853

(配当等相当額) (　 75,978,623)
(売買損益相当額) (△ 33,980,770)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 16,650,720
次期繰越損益金(Ｇ) △ 16,650,720
追加信託差損益金 41,997,853
(配当等相当額) (　 75,978,623)
(売買損益相当額) (△ 33,980,770)
分配準備積立金 124,775,885
繰越損益金 △183,424,458

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 75,978,623
(ｄ) 分配準備積立金 124,775,885
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 200,754,508
(ｆ) 分配金 0
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 200,754,508
(ｈ) 受益権総口数 852,487,999口

《お知らせ》
■商号変更について
　大和証券投資信託委託株式会社は、2020年４月１日付で、商号を「大和アセットマネジメント株式会社」に変更いたしまし
た。
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ダイワ・マネー・マザーファンド

 <補足情報>
　当ファンド（ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド）が投資対象としている「ダイワ・マネー・マザーファン
ド」の決算日（2019年12月９日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2020年
６月12日）現在におけるダイワ・マネー・マザーファンドの組入資産の内容等を掲載いたしました。

■ダイワ・マネー・マザーファンドの主要な売買銘柄

　2019年６月13日～2020年６月12日における主要な売買銘柄はありません。

■組入資産明細表
　下記は、2020年６月12日現在におけるダイワ・マネー・マザーファンド（68,046,834千口）の内容です。

　国内その他有価証券
2020年６月12日現在

評 価 額 比 率
千円 ％

国内短期社債等 999,978 ＜1.4＞
（注１）＜　＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。
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大和証券投資信託委託株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネー・マザーファンド

運用報告書　第15期（決算日　2019年12月９日）

（作成対象期間　2018年12月11日～2019年12月９日）

ダイワ・マネー・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 主としてわが国の公社債への投資により、利息収入の確保をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 本邦通貨表示の公社債
株 式 組 入 制 限 純資産総額の30％以下
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ダイワ・マネー・マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2018年12月10日 10,180 － －
12月末 10,180 0.0 －

2019年１月末 10,179 △0.0 －
２月末 10,179 △0.0 －
３月末 10,178 △0.0 －
４月末 10,178 △0.0 －
５月末 10,177 △0.0 －
６月末 10,176 △0.0 －
７月末 10,176 △0.0 －
８月末 10,175 △0.0 －
９月末 10,175 △0.0 －
10月末 10,175 △0.0 －
11月末 10,174 △0.1 －

(期末)2019年12月９日 10,174 △0.1 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、利息収入の確保をめざして安定運用を行っており、ベンチ

マークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,180円　期末：10,174円　騰落率：△0.1％
【基準価額の主な変動要因】
　短期の国債やコール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したこ
となどから、基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

10,160

10,170

10,180

10,190

期　首
(2018.12.10)

期　末
(2019.12.９)

（円）

基準価額

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債、現先取引およびコー
ル・ローン等による運用を行いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■売買および取引の状況
(1) 公　社　債

（2018年12月11日から2019年12月９日まで）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国債証券 350,004 －

(350,000)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

(2) その他有価証券
（2018年12月11日から2019年12月９日まで）

買 付 額 売 付 額
国
内

千円 千円
国内短期社債等 238,999,542 238,999,547

(          －)
（注１）金額は受渡し代金。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 0
（その他） （0）

合 計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の

項目の概要をご参照ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
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ダイワ・マネー・マザーファンド

■組入資産明細表
国内その他有価証券

当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
国内短期社債等 999,997 <1.2>
（注１）<　 >内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2019年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 83,690,918 100.0
投資信託財産総額 83,690,918 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 83,690,918,350円

コール・ローン等 82,690,920,679
現先取引(その他有価証券) 999,997,671

(Ｂ) 負債 51,646
その他未払費用 51,646

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 83,690,866,704
元本 82,259,129,638
次期繰越損益金 1,431,737,066

(Ｄ) 受益権総口数 82,259,129,638口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,174円

＊期首における元本額は78,610,288,449円、当作成期間中における追加設定元本
額は112,484,550,034円、同解約元本額は108,835,708,845円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
日経225－シフト11－　2019－03（適格機関投資家専用）1,850,319,411円、
ダイワ・グローバルＩｏＴ関連株ファンド　－ＡＩ新時代－　（為替ヘッジあ
り）977,694円、ダイワ・グローバルＩｏＴ関連株ファンド　－ＡＩ新時代－　
（為替ヘッジなし）977,694円、ダイワＦＥグローバル・バリュー（為替ヘッジ
あり）9,608円、ダイワＦＥグローバル・バリュー（為替ヘッジなし）9,608円、
ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジあり）49,107円、ＮＷＱグ
ローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし）49,107円、ダイワ／“ＲＩＣＩ®”
コモディティ・ファンド5,024,392円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファンド（為替ヘッジ
あり／年１回決算型）1,676円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファンド（為替ヘッジなし／
年１回決算型）1,330円、ＮＢストラテジック・インカム・ファンド＜ラップ＞

米ドルコース981円、ＮＢストラテジック・インカム・ファンド＜ラップ＞円
コース981円、ＮＢストラテジック・インカム・ファンド＜ラップ＞世界通貨分
散コース981円、ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジあり／隔月分
配型）180,729円、ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし／隔月
分配型）737,649円、ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジあり／資
産成長型）95,276円、ＮＷＱグローバル厳選証券ファンド（為替ヘッジなし／
資産成長型）337,885円、世界セレクティブ株式オープン983円、ＤＣダイワ・
マネー・ポートフォリオ4,249,607,706円、ダイワファンドラップ　コモディ
ティセレクト317,107,941円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　
－トリプルリターンズ－　日本円・コース（毎月分配型）132,757円、ダイワ米
国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　豪ドル・コース
（毎月分配型）643,132円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－ト
リプルリターンズ－　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）4,401,613円、
ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　米ド
ル・コース（毎月分配型）12,784円、ダイワ／フィデリティ北米株式ファンド　
－パラダイムシフト－9,853,995円、低リスク型アロケーションファンドⅡ（適
格機関投資家専用）4,212,646,194円、ブルベア・マネー・ポートフォリオⅤ　
32,678,414,397円、ブル３倍日本株ポートフォリオⅤ　31,868,647,270円、
ベア２倍日本株ポートフォリオⅤ　6,946,381,074円、ダイワＦＥグローバ
ル・バリュー株ファンド（ダイワＳＭＡ専用）3,666円、ダイワ米国高金利社債
ファンド（通貨選択型）ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）155,317円、
ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）日本円・コース（毎月分配型）
38,024円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）米ドル・コース（毎
月分配型）4,380円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）豪ドル・
コース（毎月分配型）22,592円、ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド
164,735円、ダイワ日本リート・ファンド・マネー・ポートフォリオ
109,485,524円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）
33,689円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）96,254円、ダ
イワ・インフラビジネス・ファンド－インフラ革命－　（為替ヘッジあり）
5,385円、ダイワ・インフラビジネス・ファンド　－インフラ革命－　（為替
ヘッジなし）11,530円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）米ドルコー
ス9,817円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）日本円コース6,964円、
ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）通貨αコース9,479円、ダイワ英国高
配当株ツインα（毎月分配型）98,107円、ダイワ英国高配当株ファンド98,107
円、ダイワ英国高配当株ファンド・マネー・ポートフォリオ980,367円、ダイワ
米国高金利社債ファンド（通貨選択型）南アフリカ・ランド・コース（毎月分配
型）1,097円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）トルコ・リラ・
コース（毎月分配型）2,690円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）
通貨セレクト・コース（毎月分配型）1,350円、ダイワ・オーストラリア高配当
株α（毎月分配型）　株式αコース98,203円、ダイワ・オーストラリア高配当
株α（毎月分配型）　通貨αコース98,203円、ダイワ・オーストラリア高配当
株α（毎月分配型）　株式＆通貨ツインαコース982,029円、ダイワ米国株スト
ラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－通貨セレクト・コース（毎
月分配型）98,174円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,174円です。

■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2018年12月11日から2019年12月９日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
801 国庫短期証券  2019/３/18 350,004
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2018年12月11日　至2019年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △   42,819,286円

受取利息 111,756
支払利息 △   42,931,042

(Ｂ) その他費用 △    2,381,736
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △   45,201,022
(Ｄ) 前期繰越損益金 1,418,229,476
(Ｅ) 解約差損益金 △1,927,237,136
(Ｆ) 追加信託差損益金 1,985,945,748
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,431,737,066

次期繰越損益金(Ｇ) 1,431,737,066
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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